
大
阪
大
学
防
災
教
育
授
業
を
開
催

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
に
取
り
組
む
児
童
＝
津
乃
峰
小
学
校

　

巨
大
地
震
や
津
波
の
被
害
を
予

想
し
、
住
民
自
ら
が
ど
の
よ
う
な

　

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
住
民

等
に
対
す
る
法
的
な
支
援
体
制
の

構
築
を
図
る
た
め
、
阿
南
市
は
徳
島

弁
護
士
会
と
の
間
で
、「
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
相
談
業
務
の
支

援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
（
２
月
12
日
）。
支
援
の
内

　

阿
南
市
と
大
阪
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
防
災
教
育
授
業
が

伊
島
、
津
乃
峰
、
橘
、
見
能
林
小
学
校
で
行
わ
れ
、
ゲ
ー
ム

を
通
じ
て
生
活
防
災
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
授
業

は
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
石
原
凌
河
さ
ん
（
28

歳
）
の
進
行
で
、「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
防
災
ゲ
ー

ム
を
体
験
。
災
害
時
の
判
断
が
難
し
い
局
面
を
想
定
し
、「
Ｙ

Ｅ
Ｓ
」
か
「
Ｎ
Ｏ
」
か
を
選
択
す
る
ゲ
ー
ム
で
、「
地
震
が

起
こ
っ
た
時
、
お
父
さ
ん
が
近
所
の
住
民
を
助
け
に
い
く
こ

と
を
賛
成
す
る
か
」、「
被
災
し
た
時
、
避
難
所
に
家
族
同
然

の
飼
い
犬
を
連
れ
て
行
く
か
」
と
い
っ
た
問
い
に
、
児
童
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

石
原
さ
ん
は
、
災
害
時
の
答
え
の
な
い
問
題
に
直
面
し
た

時
の
判
断
力
は
、
普
段
の
生
活
で
養
わ
れ
る
と
説
き
ま
す
。

「
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
し
た
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
い
ろ
ん
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
尊
重
し
て
、
ど

う
し
た
ら
う
ま
く
い
く
か
を
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
か

け
ま
し
た
。

難
し
い
局
面
を
考
え
、災
害
に
備
え
る

行
動
を
す
れ
ば
被
害
が
少
な
く
な
る

か
を
図
上
訓
練
す
る
「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
ｉ
ｎ
阿
南

市
」（
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備

局
主
催
）
が
、
１
月
24
日
に
市
役
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
で
常
葉

大
学
社
会
環
境
学
部
准
教
授
の
小
村

隆
史
さ
ん
指
導
の
も
と
、
35
人
の
参

加
者
は
実
際
の
地
図
を
見
な
が
ら
、

予
想
さ
れ
る
被
害
や
津
波
か
ら
の
避

難
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
に
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

容
は
、
大
規
模
災
害
時
の
無
料
の
相

談
業
務
の
実
施
や
、
平
時
に
お
け
る

職
員
・

住
民
等

を
対
象

に
し
た

研
修
な

ど
連
携

の
充
実

で
す
。　
　
　

協定を締結した岩浅市長と徳島
弁護士会の上地会長＝市役所

　

迫
り
く
る
濁
流
に
、
逃
げ
惑
う
人
々
。
ま
ち
を
飲
み
込
む
よ
う
に
突
き
進
む
津
波
。
５
年
前
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
の
場
景
は
、
あ
ま
り
に
も
凄
惨
で
直
視
で
き
な

か
っ
た
・
・
・
。
だ
が
、
こ
れ
は
遠
い
異
国
で
起
こ
っ
た
出
来
事
で
は
な
い
。
今
世
紀
前
半
に

も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
。
近
年
頻
発
す
る
大
水
害
。
今
、
私
た
ち
は

何
を
考
え
、
何
を
準
備
す
べ
き
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
災
害
を
生
き

抜
く
た
め
の
挑
戦
」
を
追
っ
た
。

地域の防災リーダーを養成

防災拠点が完成
津乃峰総合センター

地図を見ながら対応策を考える＝市役所

徳
島
弁
護
士
会
と
「
災
害

時
の
支
援
協
定
」
を
締
結

防災新聞〜災害を生き抜くための挑戦〜 特集

災
害
を

　
生
き
抜
く
た
め
の挑

戦

防
災
新
聞

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し

多
数
の
傷
病
者
が
出
て
い
る
こ
と
を

想
定
し
た
「
平
成
27
年
度
南
部
Ⅰ
圏

域
災
害
医
療
訓
練
」
が
、
２
月
７
日

に
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
で
実
施
さ

れ
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
市
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
た
あ
と
、
医
療
救
護
所
を
開

設
し
傷
病
者
を
受
け
入
れ
。
救
護
所

や
中
央
病
院
で
は
傷
病
者
に
対
し
て
、

医
師
や
看
護
師
等
で
構
成
さ
れ
る
医

師
班
が
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
傷
病
者

の
重
症
度
を
判
別
し
、
ト
リ
ア
ー
ジ

タ
グ
と
呼
ば
れ
る
カ
ー
ド
を
症
状
別

に
色
分
け
し
て
治
療
の
優
先
度
を
決

め
る
こ
と
で
す
。
本
訓
練
は
、
徳
島

県
が
主
催
し
、
阿
南
医
師
会
中
央
病

院
や
阿
南
市
医
師
会
、
阿
南
市
、
市

消
防
本
部
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

徳
島
県
危
機
管
理
部
副
部
長
の
石
本

寛
子
さ
ん
は
、「
発
災
時
の
各
機
関

の
連
携
体
制
の
確
認
と
情
報
伝
達
な

ど
、
本
部
運
営
の
強
化
を
目
的
に
開

催
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

本部運営訓練のようす＝中央病院

トリアージを行う医師や看護師＝中央病院

災
害
医
療
訓
練
を
実
施

ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
な
ど
、
大
規
模
災
害
時
を
想
定

　

橘
町
は
沿
岸
部
に
位
置
し
、
津
波

や
高
潮
に
対
す
る
危
機
感
が
強
い
。

町
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機

と
し
て
、
平
成
15
年
に
自
主
防
災
会

が
立
ち
上
が
っ
た
。
現
在
は
、
橘
町

全
域
約
２
７
０
０
人
が
加
入
し
て
い

て
、
実
効
的
な
自
主
防
災
活
動
を
繰

り
広
げ
て
い
る
。

　

毎
年
、
津
波
避
難
な
ど
防
災
訓
練

を
実
施
し
、
そ
の
中
で
浮
か
び
上
が

っ
た
防
災
上
の
問
題
点
を
洗
い
出

し
、
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
。
そ

の
中
で
も
避
難
所
運
営
の
ほ
か
独

居
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
災

害
弱
者
の
救
助
方
法
に
つ
い
て
会

員
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
る
。

　

会
長
の
計
盛
幸
雄
さ
ん
（
70

歳
）
は
、「
後
世
の
た
め
に
、
今

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て
お

き
た
い
ん
で
す
。
特
に
山
間
地
域

を
は
じ
め
と
す
る
他
地
域
の
自
主

防
災
会
や
婦
人
会
、
公
民
館
と
の

協
力
体
制
を
作
り
た
い
で
す
ね
」

と
話
す
。
計
盛
さ
ん
自
身
得
意
の

　

地
域
の
防
災
拠
点
と
な
る
津
乃

峰
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
津
乃
峰
町

長
浜
に
完
成
し
ま
し
た
。
本
施
設

は
見
能
林
公
民
館
津
乃
峰
分
館
や

阿
南
市
消
防
団
見
能
林
分
団
第
２

班
詰
所
、
学
童
保
育
施
設
な
ど
を

併
せ
持
つ
複
合
施
設
で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
て
で
す
。

　

災
害
時
に
は
１
次
、
２
次
避
難

た
た
ら
音
頭
や
阿
波
踊
り
を
生
か

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
も
余

念
が
な
い
。「
呼
ば
れ
た
ら
、
ど

こ
へ
で
も
行
き
ま
す
よ
。
町
を
守

る
た
め
に
」
と
笑
顔
を
の
ぞ
か
せ

た
。

所
と
な
り
、
直
接
４
階
屋
上
へ
の
避

難
を
可
能
と
し
た
津
波
避
難
ビ
ル
と

し
て
の
機
能
を
備
え
て
い
て
、
４
階

屋
上
に
備
蓄
倉
庫
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
時
に
は
地
域
住
民
の
生

涯
学
習
の
場
や
防
災
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
、
３
月
１
日

か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

津波避難訓練のようす＝橘地区防災公園

橘
町
地
域
自
主
防
災
会

共
に
生
き
る
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体
験
者
か
ら
当
時
の
よ
う
す
を
聞
く
学
生
＝
福
井
町

　

津
波
減
災
に
関
す
る
知
識
の
向
上
を

図
ろ
う
と
、
昨
年
12
月
12
日
に
鳴
門
教

育
大
学
の
学
生
ら
約
80
人
が
、
福
井
町

で
昭
和
南
海
地
震
の
津
波
体
験
談
を
聞

く
な
ど
防
災
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

が
、
昨
年
12
月
13
日
、
２
月
14
日
に
ひ

ま
わ
り
会
館
で
行
わ
れ
、
高
校
生
か
ら

70
歳
の
方
ま
で
27
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
本
講
座
は
、
災
害
に
備
え
て
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
登
録
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
開
催
。
参
加
者
は
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
訓
練
や
応

急
対
応
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

廣
瀬
悠
気
さ
ん
（
新
野
高
校
２
年
）

市
社
協
が
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催

心
肺
蘇
生
法
で
助
か
る
命

桑
野
町
で
訓
練

　

緊
急
時
に
命
を
助
け
る
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
法
な
ど
を

習
得
す
る
防
災
訓
練
（
桑
野
町
自

主
防
災
会
連
合
会
主
催
）
が
、
２

月
13
日
に
桑
野
公
民
館
で
開
催
さ

れ
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
市
消
防
職
員
か

ら
操
作
方
法
を
学
び
、
実
際
に
機

器
を
使
っ
て
習
得
し
ま
し
た
。
訓

練
に
参
加
し
た
棚
野
幸
男
さ
ん

（
76
歳
）
は
、「
心
肺
蘇
生
法
を
習

得
で
き
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
時

　

阿
南
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
地
域
に
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
等
の

被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域
が

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

18
年
に
防
災
委
員
会
を
設
立

し
、
積
極
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
「
防
災
啓
発
は
子
ど
も
の

頃
か
ら
」
と
市
内
小
・
中
学

校
で
の
防
災
啓
発
標
語
・
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

の
ほ
か
、
標
高
標
示
板
の
設

置
や
橘
地
区
防
災
公
園
へ
の

い
す
寄
贈
な
ど
活
動
は
多
岐

に
わ
た
る
。
会
員
の
皆
さ
ん

は
、「
こ
れ
か
ら
も
予
防
、

事
前
対
策
に
重
点
を
置
い
た

取
組
を
行
い
、
少
し
で
も
被

災
者
と
被
害
の
減
少
に
貢
献

し
た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん

で
い
る
。

に
は
使

い
た
い

で
す
」

と
話
し

て
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

過
去
の
災
害
に
学
ぶ

　

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
研
究

講
座
が
、
２
月
３
日
、
10
日
に
行

わ
れ
、
防
災
と
い
う
観
点
か
ら
人

権
を
学
ぼ
う
と
20
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
講
師
の
市
防
災
対
策
課　

　
「
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同

参
画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
」
第
２

分
科
会　

防
災
部
会
（
平
成
25
年

開
催
）
で
、
女
性
の
視
点
か
ら
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
問
題
提
起
し

た
小
川
さ
ん
。
講
演
は
、
参
加
者

の
心
を
う
ち
、
活
発
な
意
見
討
議

も
な
さ
れ
た
。

　

防
災
活
動
に
携
わ
る
き
っ
か
け

は
東
日
本
大
震
災
。
３
・
11
は
、

ち
ょ
う
ど
亡
き
夫
の
10
年
目
の
命

日
に
あ
た
る
。「
夫
が
私
に
何
か

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
の
で

防
災
啓
発
指
導
員
の
平
岡
裕
文
さ

ん
が
、
過
去
の
水
害
や
火
災
な
ど

災
害
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
。
平
岡
さ
ん
は
、「
災
害
経
験

は
貴
重
な
教
訓
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
学
び
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

里
村
典
子
さ
ん（
津
乃
峰
町
）は
、

「
地
域
で
の
支
援
活
動
に
役
立
て

て
い
き

た
い
で

す
」
と

話
し
て

い
ま
し

た
。

は
」
と
感
じ
た
と
い
う
。
そ
れ

を
機
に
命
を
守
る
防
災
士
の
資

格
を
取
得
し
、
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
防
災
訓
練
参

加
へ
の
積
極
的
な
声
掛
け
や
、

女
性
な
ら
で
は
の
細
か
い
活
動

を
行
っ
て
い
る
。「
災
害
時
に

は
日
ご
ろ
か
ら
の
交
流
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も
の
を

い
う
ん
で
す
。
共
同
で
の
活
動

は
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

　

昭
和
21
年
に
発
生
し
た
昭
和
南

海
地
震
の
津
波
被
災
地
を
訪
れ
た

学
生
に
、
体
験
者
４
人
が
当
時
の

よ
う
す
を
語
り
ま
し
た
。
島　

太

一
さ
ん
（
81
歳
）
は
、「
津
波
の

力
は
強
く
、
足
元
の
水
位
で
も
体

を
も
っ
て
い
か
れ
そ
う
に
な
っ

た
。
何
を
お
い
て
も
高
い
所
へ
逃

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
熱
心
に
体

験
者
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

大
田
貴
之
さ
ん
（
同
大
学
２
年
）

は
、「
災
害
時
に
は
日
頃
の
準
備

が
大
切
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
教
訓
と

し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に

よ
る
伝
達
訓
練
の
ほ
か
、
県
と
く

し
ま
ゼ
ロ
作
戦
課
が
推
進
す
る

「
ほ
し
い
も
の
リ
ス
ト
」
や
「
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
」
の
実
証
訓
練
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
実
習
は
、
同
大
学

や
県
南
部
総
合
県
民
局
津
波
減
災

部
、
福
井
町
自
主
防
災
連
絡
会
が

開
催
し
ま
し
た
。

は
、「
人
を
助
け
る
た
め
の
技
術

を
勉
強
し
た
い
と
思
い
、
参
加
し

ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
災
害
時

に
実
践
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

防
災
教
育
や
防
災
活
動
に
つ
い
て
、

特
に
優
れ
た
学
校
に
対
し
て
贈
ら
れ

る
平
成
27
年
度
「
徳
島
県
ま
な
ぼ
う

さ
い
活
動
賞
」
を
津
乃
峰
小
学
校
が

受
賞
し
、
１
月
６
日
に
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
を
利
用
し
た
避

難
所
体
験
や
実
効
性
の
あ
る
防
災
訓

練
を
工
夫
し
て
実
施
。「
防
災
歴
史

学
習
」、「
保
育
園
へ
の
出
前
授
業
」

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
防
災
教
育
や
啓

発
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

心肺蘇生法を学ぶ参加者
＝桑野公民館

研究講座のようす
＝市役所

昭
和
南
海
地
震
体
験
者
に
学
ぶ

鳴
門
教
育
大
の
学
生
が
防
災
学
習

人
小
川
美
紀
さ
ん

（
60
歳
・
那
賀
川
町
）

防
災
に
女
性
の
視
点
を

養成講座のようす＝ひまわり会館

津乃峰小学校が県表彰を受賞
表
彰
式
の
よ
う
す
＝
徳
島
市
の

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

被
災
地
で
大
き
な
力
を
発
揮

津乃峰小学校２年　谷本莉乃さん

阿南第二中学校２年
外磯初希さん

長生小学校６年
渡部沙織さん

日　　時　３月２日㈬～30日㈬
　　　　　8:30〜17:00（30日は15:00まで）
場　　所　ひまわり会館
作品展示　防災啓発標語（23点）
　　　　　防災啓発ポスター（136点）
問 阿南南ロータリークラブ事務局
　 （☎ 27－2027　ホテル龍宮内）へ

第６回防災啓発標語・ポスター
コンクールの展示

守ろうよ　物より先に　我が命
新野中学校 1年　柏木裕大さん

その命　守るためにも　日頃の備え
津乃峰小学校 6年　赤澤千幸さん

知っている　今いる所の　ひなん場所
椿小学校 3年　長坂秀直さん

● 防災標語最優秀作品 ●

● 防災ポスター最優秀作品 ●

阿
南
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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